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1 は  し 力
' 
き

最近 ,採卵鶏の飼料効率改善法として,選抜指標に飼料

消費量測定値を加えることによって,体重の軽量化や生産

卵重量の増加だけでは達せられない飼料利用効率を高める

ことが注目されている1'う 。

当場においても,1975年から1978年にかけて, 飼料要

求率ないし飼料消費量そのものを選抜指標とする方法で飼

l■効率選抜鶏群を造成した。本試験は,これらの鶏群の産

卵特性を明らかにする目的で,選抜 3世代にわたる各鶏群

の産卵性能を比較したものである。

2 材 料 及 び方 法

供試鶏群は,同一自レグ系統由来のEe,Ey及 びEcの
3鶏群である。Eoは飼料要求率を単独に低める方向,Dy

は飼料消費量を,そ の体重及び生産卵重量をもつ場合に予

想される消費量より少なくする方向へそれぞれ選抜された

鶏群である。Ecは無選抜対照鶏群である。 供試鶏のふ化
年月日及び羽数は表 2の とおりである。開放成鶏舎への移

表 1 期別産卵成績

動は各世代とも140日 齢に行い,各鶏群毎に選抜 2及び 3

世代はそれぞれ3及 び6反覆とした。なお,1世代目は反

復を設けなかった。飼料はC P 16%,TDN 66%の ものを

140日 齢から給与した。その他の飼養管理は当場の慣行法

に従った。

3 結 果 及 び 考 察

期別産卵成績は表 1,総合成績は表 2の とおりである。

産卵期間の取り方は, 197～ 294日齢の選抜測定値のとら

れた選抜対象期間とその前後に分けられている。

選抜対象期間の産卵成績について,選抜 2世代日におい

て, Eyの飼料消費量は他 2鶏群より有意に低い値であっ

た。また, 3世代日において,選抜鶏群 Ee,Eyの飼料消

費量は対照鶏群 Ecよ り有意に低く, 選抜鶏群の飼料要求

率は対照鶏群より有意にすぐれる値を示した。選抜鶏群間

では,Eァ の飼料消費量はEeょ り有意に低かったが,両鶏

群の飼料要求率に有意差はみられなかった。ヘンディ産卵

率 ,生産卵重量及び平均卵重量については,鶏群間に有意

差はなかったが,前二形質は,Eeが他 2鶏群よりやや高
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a,b,c:世 代内異符号間に5%水準で有意差あり。
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表 2 総合成績 (141～ 455日 齢 )

8,b,C:世代内異符号間に5%水準で有意差あり。

日壇を示すことが 3世代を通じた一貫した傾向としてみら

れた。

141～ 196日 齢の期間について, 選抜対象期F・lと同様に

選抜 3世代において,Ee,Eyの飼料消費量は Ecに比し

て有意に減少するとともに,その飼料要求率もEcに比 し

て有意にすぐれる値を示した。

しかし,295～ 455日齢の期間については,Ee, Eァ と

も飼料要求率に有意な改善がみられなかった。それでもEe

の飼料要求率は3世代を通じ一貫してEcよ り008～ 010

すぐれた。一方,Eyは 3世代を通じてEcと ほぼ同程度の

飼料要求率であった。この鶏群の飼料消費量をみると, 3

世代を通じ他 2鶏群より少ないが,ヘ ンディ産卵率及び生

産卵重量も有意に低い値を示し,結果的に飼料要求率は改

善されなかった。

通算の成績において (表 2),選抜鶏群のヘンディ産卵

率及び生産卵重は,対照鶏群Ecと の間にいずれも有意差

はみられなかったが ,Ecに比して,Eeは増加,Eyは低下

の傾向となった。Eァの低下傾向は,上述の産卵後半期間の

産卵率低下の要因によるものである。選抜鶏群の飼料消費

量はEcに比し有意に少なく,と くに,Eyのそれは世代を

経るにしたがい急速に減少 した。結果的に,Eeの飼料要

求率は Ecに比して有意にすぐれる値がえられ,Eyのそれ

も有意とはならなかったが Ecよ りすぐれる傾向がみられた。

その他の形質の成績について,生存率は,選抜 1世代目

において,Eyが Ee, Ecに比して有意に低い値を示した

が,2,3世代目には鶏群間に有意差はみられず ,世代を

通した一貫した傾向はみられなかった。初産日齢は, 1,

2世代目には鶏群FB3に有意差はみられなかったが,3世代

目において両選抜鶏群はEcに比し有意に早酬直を示した。

287日 齢卵重は1, 2世代目には鶏群間に有意差はみられ

なかったが,3世代目において両選抜鶏群はEcに比し有

意に軽い値を示した。287日齢体重は,Eeが 1世代目から,

Eyが 2世代目からEcに比し有意に軽い値を示 した。とく

に,Ecは世代を経るにしたがい急速に軽くなった。

以上のとおり,Dcはヘンディ産卵率及び生産卵重量の増

加,体重及び飼料消費量の減少によって飼料要求率が改善

され,一方,Eyは体重及び飼料消費量の減少,と くに後者

の大幅な減少によって飼料要求率の改善されていることが

明らかになった。

要       約

選抜 3世代にわたる飼料効率選抜鶏群 Ee及びEyと 無選

抜対照鶏群 Ecの産卵性能を比較した。

Deはヘンディ産卵率及び生産卵重量の増加傾向及び飼料

消費量の減少によって飼料要求率が有意に改善された。一

方,Eyは飼料消費量の大幅な減少によって飼料要求率の改

善される傾向があったが,産卵後半期間のヘンディ産卵率

及び生産卵重量が有意に低下した。両選抜鶏群とも初産日

齢が有意に早くなり, 287日 齢卵重及び体重が有意に軽く

なった。
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